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『On-line  みんなで法華経を学ぼう！』 vol.８ 

 Nov.2022 
━━ Let’s  embark on a journey to discover our own “perspective on the Lotus Sutra”. 

 （みんなで“法華経観”を見つける旅に出よう） 

 

『妙法蓮華経 譬
ひ

諭品
ゆ ほ ん

 第三』  （迹
しゃく

 門
もん

 ・ 正宗
しょうしゅう

分
ぶん

） 

 

○

（法師品 二〇二頁 終五行）

○ （方便品 八十二頁 四行） 

○ 「習学」の３つのステップ「聞
もん

解
げ

・思
し

惟
ゆい

・修習
しゅしゅう

」 

（法師品  二〇九頁三行）

〇

（法師品 二〇九頁 三行） 

○『十分の一でも実践できれば、いや、その一つにでも徹することができれば、 

りっぱな精進といえる』     (『新釈法華三部経 第一巻』 P8・8行／P5・1行) 
  

 ※ 表記  例：(P353・1行／P259・7行) ⇨ (『新釈・文庫版』頁数／『新釈・単行本』頁数) 

 

＜方便品（後半）の復習＞ 

餘乘 （六七頁 二行） 

・【但菩薩を敎化したもう】 ━ 菩薩だけを教化して、ほかのものはかまわないというのではなく、

人によって早い遅いのちがいはあっても、とにかく菩薩道という一つのルートをすべての人

にしらせるのが、仏の教化であるぞ━ という宣言なのです。 

・【開三顕一】 ━ 大切な所です。～ 仏の目から見れば、究極においては声聞・縁覚・菩薩とい

うような違いはないのです。━ 声聞も、縁覚も、自分では気がつかないでいるけれども、じ

つは仏の境地へ達する道を歩んでいるのであって、今はその途中の段階にいるというだけの

ことなのだ━ ということを見通しておられる。  

・【あるのはただ一仏乗】 ━  二つや三つの教えがあるように見えるのは、方便によってそれぞ

れの段階の人にふさわしい教えを説いたまでのことであって、真実の教えというのはあくま

でも一つしかない━  というのです。これが〈一仏乗〉の意義です。 

（六八頁 終二） 
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・【五濁の悪世】 ━  ①《劫濁・こうじょく》⇒『マンネリ化』。②《煩悩濁・ぼんのうじょく》⇒『煩悩がさかん』。③《衆

生濁・しゅじょうじょく》⇒『譲る心がなく我を一方的に通す』。④《見濁・けんじょく》⇒『自己本位の見方を強引に

通す』。⑤《命濁・みょうじょく》⇒『目先の利益だけを求める』 

・【三乗開会・さんじょうかいえ】 ━  一つの正法に達する道を、それぞれの機根に応じて三つに分

けて説き（開・かい）、そうしてだんだんに一つの道へ導いてゆき、最後に全部一ヵ所に会わせ

ること（会・え）を「三乗開会・さんじょうかいえ」と言います。 

（六九頁 三行） 

・【二乗作仏・にじょうさぶつ】 ━  この《方便品》は、一言でいえば「だれでも仏になれる」という教え

であって、特に声聞・縁覚も仏になれることを、ここで初めて宣言されたものです。それゆえ

『二乗作仏』の教えとも言われているのです。              

・【悪とは】 ━ ➊「修行の歩みをみずから止めること」あるいは➋「逆に後戻りすること」 ➌

「人の正しい歩みを止めさせること」 あるいは、 ➍「逆に後戻りさせること」  

・【輪廻】 ━ 〈生有／しょうう〉・〈本有／ほんぬ〉・〈死有／しう〉 ⇒〈中有／ちゅうう〉⇒ 〈生

有〉・〈本有〉・〈死有〉 ⇒〈中有〉⇒ 〈生有〉・〈本有〉・〈死有〉 …… 

・【万善成仏】 ━ ① 六波羅蜜を行ずる。 ② 仏の滅後にも善輭（ぜんなん・常に向上を志し、真理に対し

て素直で柔らかな心）を持つ。 ③ 仏滅後、仏塔を建て供養し、または子どもがたわむれで砂の仏

塔を作る。 ④ 仏像を彫刻し、鋳造を作る。 ⑤ 仏像を描く。または子どもがたわむれで仏の

形を描く。 ⑥ 仏像や仏塔に供物を捧げ、音楽・仏讃歌を歌う。⑦ 仏を礼拝する。略式の礼

拝、片手拝みをする。 ⑧ ただ一声、「南無仏」と唱える。 

・【釈尊の大誓願】 ━ 

（七二頁 終三行） 

（七七頁 三行）   

（（七七頁 三行） 

・【仏種は縁起によって生ずる】 ━「成仏するということは、『縁起』によるものであって、何

か特別な存在が成仏したり、他を成仏させたりするものではない」という意味です。つまり、

成仏するのもしないも（救われるのも、救われないも）自分の精進次第なのだということです。 

（七七頁六行）    

・【犛牛（みょうご）の尾を愛するが如し】 ━六道をさまよう衆生は、自分のために何の役に立たないも

のに心が奪われ、それに執着しているために、結果的に自分を不幸にしている。 

犛 （七八頁五行） 

（八二頁 四行） 

 

◇     ◇     ◇ 

＜譬諭品のあらすじ＞   

『方便品』で

、

という、誰もが成仏できるという教えを拝聴して・・・ 

【舎利弗の懺悔  （誰もが成仏できるという教えを聞いて・・・ ）】━ 
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【八三頁 一行】  舎利弗（しゃりほつ）は、踊躍歓喜（ゆやくかんぎ・踊り出したいほど喜ぶ）して立ち上がり、

仏さまを仰ぎ見て申し上げました。 

【八三頁 二行】 「世尊から『誰でも仏に成ることができる。そのことに疑念を持ってはならない』と

いう強いお言葉を賜り、踊り出したくなるほどの大感激を覚えています。 【（偈） 八四頁 六行】  

（ ） 心は大歓喜

に満ち、胸にからまっていた疑いの網はすっかりなくなりました。これまで私は世尊に

お仕えし、『誰でも修行を積めば仏に成れる』とのお言葉は伺ってはいました。そして、

多くの菩薩たちに授記（仏になれるという保証を与える）される場面を目の当たりにしまし

た。しかしこのことは、私ども声聞や縁覚には無縁の、遠く及ばないことだと思ってい

ました。／（ ） 私

どものような声聞や縁覚の境地の者は、所詮、どんなに修行をしても絶対に悟りを得る

こと（仏に成ること）など無理なことだと諦めており、淋しく、悲しく思っていました」

【八三頁 五行】（

） 【（偈） 八四頁 終四行】  （

）「世尊

よ。私はただ一人、林の中で木の下で座して瞑想し、歩きながら思索を深める時、いつ

も次のようなことを思い、嘆き、自分を責めていました。『自分たちは菩薩と同じよう

に世尊のみ教えを伺うご縁を頂き、同じく汚（けが）れのない清浄な境地に至っているの

に、なぜ世尊は我々には《大乗の教え》を説かず、《小乗の教え》だけを説かれるのだろう

か』と世尊を責める気持ちがありました。／

しかしこう思うのは、私たちが至らぬせいであり、少しも世尊の責任ではありません。

すべては私たちの咎（とが）めとするところであります。／

なぜならば、

そもそも世尊は『仏に成れる大本（因）となる教え』をお説き下さっておられ、私たち

は、何の心配も無くお待ちしていれば、いずれは《大乗の教え》をくださり、『誰でもが仏

に成れる』教えである『法華経』を必ずお説き下さるはずであったからです」 

【八三頁 終二行】「それなのに私は、世尊からいただく《方便の教え》の真意を理解できず、教

えの上辺だけを聞いて、すでに悟りを得ていたと勝手に思い込んでいました」 

【（偈） 八五頁 六行】  （ ） 「ですから他の多くの菩薩たちだ

けが成仏の保証を頂くのを見て、『自分は授記を頂けない。自分は至らないダメな人間

だ』と嘆き、そして『菩薩が得る素晴らしい境地などに、自分には到底、成就できるは

ずはない。今、自分が悟りを得ていたと思っていたことは、全くの思い過ごしで、自分

で自分を騙（だま）していたのだ』と／（

） 昼夜、自分を責めていました」 

【八四頁 一行】「しかし只今『方便品』にて、仏さまから未だかつて伺ったことの無い尊い教

えを頂いて、すべての疑いも悔しい気持ちも、すっかりなくなってしまいました。今は

心も体も安らかで、安穏な心持ちでございます。【（偈） 八五頁 七行】  （

） 世尊は人と時と

場合に応じてふさわしい教えを説かれ、すべての衆生を仏の境地にお導きされます。そ

のことが今こそハッキリと分かりました」 
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【舎利弗の一大決意  （今は声聞の身だが、菩薩を教化するという決意）】━ 

 そして舎利弗は言葉を続けます。 

【八四頁 三行】（

） 「今日初めてわかりました。自分は『仏の子な

のだ』と。私は仏から生まれ、仏の教化によって『仏法の無限の財産を相続しているのだ』

ということが、ハッキリと分かりました」 

【（偈） 八六頁 三行】  （

）「じつは世尊はこのお説法の

初め（方便品）で、『舎利弗よ。仏の悟りというものは最も難しく、仏でなければ解らな

いものだ。お前たちには到底解るものではない』と言われました。そのお言葉を聞いて

私は大変驚きました。魔物が仏の姿となって私の心を悩ませているのではないかとさえ

思いました。しかし段々とお話を伺ううちに、仏は巧みに『方便』を用いられ、さらに

それは真実につながっているということがよく解りましたので、私が持っていた疑いは

すっかり晴れました。 【（偈） 八六頁 終三行】  （

） 世尊は真実の道

をお説きくださっておられるのであって、魔物が真実の教えを説くなどあり得ません。

魔物の仕業（しわざ）だと考えたのは、私が愚かな疑念を持ったからであります」 

【（偈） 八七頁 二行】（ ）

「世尊よ。私はお誓いします。私は必ず多くの人から敬われる身となり、無上の教えを説い

て多くの菩薩を教化致します」 

 

【前世、釈尊が舎利弗を導いていたことを告白】━ 

 舎利弗の力強い決意と懺悔を聞かれた世尊は、舎利弗にむかって告げられました。 

【八七頁 四行】「私は、天上界と人間界のあらゆる聖者や修行者たちに明らかにします。舎

利弗よ。／（ ）前世においてあなたが仏の智慧を得るため

に、私はあなたを教化してきました。／（

） しかしこの世になってあなたはそのことをすっかり忘

れて、私が手始めに説いた教えを聞いただけであなたは満足をしてしまい、完全な涅槃

を得たと思い込んでしまいました。そこで私は、あなたに『本来の願い』を思い起こさ

しめるために、あなたをはじめとする多くの声聞の皆さんに、この『法華経』を説くので

す」 

 

【舎利弗への授記】━ 

【八七頁 終三行】「舎利弗よ。あなたは遥（はる）か未来において多くの仏に仕え、菩薩行を

完全に実践し、その結果、『仏に成る』ということを保証しましょう。仏の名は『華光如来』、

国の名は『離垢（りく）』、時代は『大宝荘厳（だいほう しょうごん）』と言います。その国では大地の高

低は無く平坦で、清らかで美しく、天人も人間も豊かに生活しています。瑠璃（るり）と

いう宝石が大地一面に敷き詰められ、道の両側は黄金で仕切られています。そして道に

沿って七宝（しっぽう）で飾られた並木が連なり、その木々には花が咲き、実がたわわに
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実のっています。そして華光如来は三世の諸仏と同様に、／（

）声聞・縁覚・菩薩のために教えを三つに説き分けて教化するのです」 

【八八頁 六行】「『大宝荘厳』という時代の名の意味は、／（ ）

『菩薩を最大の宝とする』時代であるために、そう名付けられたのです。菩薩たちの数は

無数で、みな六波羅蜜を完全に行い、／（ ） 

菩薩が歩くひと足ごとに美しい花が咲き出（い）でます。その菩薩たちは現世において、

仏の悟りを求めようと心したのではなく、／（ 德

淨 ）みな、前世で無数の仏のもとで善行を積み重ね、

徳分を積み、清らかなる身となる修行を続けていた人々です。その心は素直で、正直で

あり、自分を飾ることが無く、仏道を志す決心は大変固いものです。そうした菩薩が国

中に充満しています」 

【八九頁 一行】「舎利弗よ。華光如来の寿命は十二小劫という大変長い年月で、その国の

人々の寿命も八小劫という長い期間であります。華光如来は入滅の間際、堅満（けんまん）

菩薩という菩薩に対して、無上の悟りを得る保証を授記し、華足安行（けそく あんぎょう）如来

になることを多くの比丘たちに告げます」 

【八九頁 六行】「この華光如来の滅後、仏の教えが正しく伝わる期間、すなわち正法の時代

は三十二小劫という長い期間であり、その後、仏の教えは存在するものの、信仰が形だ

けになった期間、像法の時代が同じく三十二小劫の長きにわたって続きます」 

 

【諸天善神が釈尊へ供養と感謝。今後の決意】━ 

【九〇頁 終三行】  すると、舎利弗への授記を聞いた帝釈天をはじめとする諸天善神が歓喜

し、天から曼陀羅華（まんだらけ）を降らして、世尊に感謝の供養を申し述べました。 

【九一頁 四行】 【（偈） 九一頁 七行】（

）「世尊よ。世尊は波羅奈(はらない)の鹿野苑（ろくや

おん）で初めて法を説かれ、そして今、ここに至って最高の教えをお説きくださいまし

た。しかも舎利弗に対して成仏の保証をくださり、なんと素晴らしことでしょう。私共

も、いずれは最上の悟りを得て仏に成れると信ずることが出来ました。私共はこれから

一生懸命に精進を致します」と、世尊にむかって今後の精進を誓ったのでした。 

 

【舎利弗の求道 。（いまだ法を理解していない者たちのために）】━ 

【九二頁 三行】 すると舎利弗は、今、自分に対して授記された喜びも冷めぬうちに、世尊

にこう申し上げたのでした。 

「世尊。私は教えに何の疑いもありません。しかしここにおります千二百人の在家・出

家の修行者の中には、この尊い法を未だ理解できていない者もいます。また自分はすで

に涅槃の境地に達していると思い込んでいる者もいます。／（

緣 ）どうかその者たちの誤解と

混乱をなくするためにも、さらにみ教えをお説き願います」と懇願したのでした。 

 

【（舎利弗の求道に応えて）  『三車火宅の譬え』が説かれる】━ 

すると世尊は、舎利弗にむかって仰せになりました。 
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【九二頁 終三行】（ 緣

）「舎利弗よ。私はこれまでに《法説/理論・言辞》、《譬諭/たとえ》、《因縁/過去の事

例》をもって真理を説いてきました。／（

） それではここであら

ためて『譬え』を用いて、仏が衆生に『発菩提心』のために法を説くことの意味、なぜ仏が

衆生を教化するのかの意味を明らかにしましょう。智慧ある者は誰でも、この『譬え』を

聞くことによって悟ることができるでしょう」 

 

【『三車火宅の譬え』】━ 

【九三頁 一行】━━「舎利弗よ。ある町に大長者（大富豪）がいました。大長者はずいぶん

年をとっておりましたが、数えきれないくらいの財産を持ち、５００人という数多い使

用人が住んでいました。屋敷は広大ですが、門はただ一つ、狭い門しかありませんでし

た。屋敷はそびえ立つ大きな建物ですが、大変古く、柱は腐り、土塀や壁、屋根は崩れ

かけ、家中にガラクタや汚物が充満するなど、荒れ果てていました」 

【（偈） 一〇二頁 四行】   「その家にはいろいろな動物が巣を作っていました。トビやフクロウ、

カラス、タヌキやイタチ、ネズミやヤモリ、ヘビやマムシ、サソリ、ムカデやゲジゲジ、

その他の害虫が縦横に走り回っています。キツネやオオカミが群がり、お互いに噛みあ

い、踏みつけあって争い、死骸に噛みつきむさぼっています。あちこちで食べ物を求め

てあさり、それを見つけると、一斉に飛びかかり、取り合い、引っ張り合って争い、唸

（うな）り、歯をむき出して吠え合っています」 

【（偈） 一〇二頁 終三行】  （

）「あちこちでは動物の化け物や夜叉（やしゃ）や悪鬼が、人間の屍（しかばね）

を引き裂いてむさぼり、鳥や動物が大事に育てる卵や雛（ひな）や子どもを見つけると、

育てているそばから取り上げて食べてしまいます。そして腹いっぱい食べても、夜叉ど

もの悪心がますます盛んになってきて、お互いにいがみ、叫び、恐ろしくおぞましい形

相で怒鳴り合っています」 

【（偈） 一〇三頁 一行】 「鳩槃荼鬼（くはんだき）という悪鬼が、家中を飛び回り、犬を見つけては

飛びかかって押さえ込み、足をつかんで仰向けにして打ちたたき、いじめて喜んでいま

す。背が高くヒョロヒョロとやせ衰えた色黒い鬼どもが、叫びながら食べ物を探してい

ます。／（ ） またノドが針のように細い鬼もいます。

牛のような頭をした鬼もいます。そうした鬼たちが窓から外をのぞいています」 

【（偈） 一〇三頁 終四行】 「このようにさまざまな悪が満ちている家が、その家の主人が出かけ

た留守の間、突然火事になり、火は見る見るうちに家じゅうを炎に包みました」 

【（偈） 一〇三頁 終二行】  「棟（むね）・梁（はり）・柱は音を立てて燃え落ち、諸々の夜叉や鬼どもは

大声でわめき叫び逃げまどいます。しかし自分で逃げ出すことができません。穴の中に

ひそむ者もいました。悪獣（あくじゅう）や毒虫たちも逃げ出さないで穴の中にかくれまし

た。しかもこれまでの積んだ業が良くないために、火に迫れられても、その苦しみのな

かでお互いに傷つけ合い殺し合いをします。小さな獣（けもの）は真っ先に焼け死にまし

たが、その死骸を大きな獣が我先に群がり、むさぼっています。そして諸々の鬼たちは

髪の毛に火が付き、熱さに苦しみ叫びながら家中を走り回っています」 
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【（偈） 一〇四頁 六行】 「その家はこのように恐ろしい有り様でしたが、ある人が、出かけてい

る長者に対して、『あなたの家が火事で、子ども達はその家が恐ろしいことも知らずに、

家の中に入って行きました』と教えてくれました。／

子どもたちは遊びに夢中のあまり、家が燃えていることに気づかず、そ

の家に入って行ったのです」 

【九三頁 七行】 （ 卽 ）「父親であ

る長者は、子ども達が火宅の中にいることを知り、大変驚きました。父はとっさに考え

ました。『私はこの燃えさかっている家から離れて安全な場所にいる。しかし子ども達

は火に包まれた家の中にいる。しかも遊びに夢中になっているため火に焼かれそうにな

っても一向に気づかず、また我が身に炎が迫っていても、それを苦痛に感じずに逃げよ

うともしない』。／（ 裓

）そして、『私は力を持っているので、

子ども達を箱か台のようなものに載せて、一気に外へ運び出そうか』と思いました」 

【九三頁 終行】 （
）「しかし考え直しました。『この屋敷の門は一つしかな

く大変狭い。しかも子ども達は幼いためにこの門の狭さを知らないでいる。そして遊び

に夢中になって火の恐ろしさに気付こうともしないでいるために、一方的に力づくで運

び出そうとしても、その手からこぼれ落ちて火に焼かれてしまわないとも限らない。ま

ずはこの火の恐ろしさを知らせてやることが先決だ。この家は燃えているのだ！ だ

から早く逃げ出しなさい！と知らせ、この火宅から逃げるよう仕向けることが大切だ』

と考えました。【（偈） 一〇四頁  終四行】 そして父は火

宅の中に飛び込んで大声で叫びました。『このままでは焼け死ぬぞ。恐ろしい化け物や

獣（けだもの）もいて危険だ。だから早く外へ出なさい』と必死に伝えました」

【九四頁 四行】 「ところが子ども達は、父親の声を聞こうともしません。遊びに夢中になっ

ているため、／

『火とはどんなに恐ろしいものであるのか？ 今、住ん

でいる家とは一体どんな家なのか？ 火によって失われるものとは何か？ 死とは何

か？』ということを知ろうとも、解ろうともせず、／ 父の

顔をチラリと見るだけで、いっこうに逃げ出そうとしませんでした」 

【九四頁 七行】／【（偈） 一〇五頁 五行】  「そこで父は、最後に考えました。『このままでいると子ども

達は、炎に包まれて焼け死んでしまう。こうなれば《方便》を用いて救い出すしかない…。

そうだ！ 子ども達はそれぞれに好きな物がある。珍しい物や面白い物、おもちゃなど

に心ひかれていたな。よし！ その欲しがっていた物をあげると言えば、それに釣られ

て出て来るに違いない』。そしてこう叫びました。『ここにお前たちの好きな羊の引く

車・鹿の引く車・牛の引く車、これらが門の外にあるぞ。どれでも好きな物を取りなさ

い！』と」 

【九五頁 二行】／【（偈） 一〇五頁 終四行】 「すると子どもは現金なもので、『自分の願いがかなう！ 

欲しいと思っていた物がある！』と、今度はお互い押しのけ、我先に争って門の外へ

出て来ました。そして子ども達は安全に四辻（よつじ）に逃げ出すことができました」 

【九五頁 四行】／【（偈） 一〇五頁 終三行】  「父は子ども達が火宅から安全に逃げ出したことを見届け
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て、心から安心し、喜びます」 

【九五頁 六行】／【（偈） 一〇六頁 四行】  「子ども達は、安心し喜ぶ父の姿を見つけると、口々に『お

父さん。はやく車（羊車・鹿車・牛車）をください！』と一斉にせがみます。／

すると父は、子ども達が望む車では

なく、それらよりも立派な大きい車をみんなに等しく与えたのでした。その車は高く広

く、数々の宝石が散りばめられ、外装も内装も素晴らしく、力強く、風のように素早く、

そして真っ直ぐ走り、美しい純白の牛が引く車です。しかも車のまわりには護衛や召使

（めしつか）いがお供しています。このような大変素晴らしい車を、父は等しく子ども達

に与えたのでした。すると子ども達は歓喜踊躍（かんぎゆやく）して喜び、その車に乗って

自由自在の楽しみを味わうことが出来たのでした」 

【九五頁 終行】／【（偈） 一〇六頁 七行】  「なぜ長者が、みんなにこのような素晴らしい大白牛車を与

えることが出来たのかと言いますと、／

長者の富は無限であり、数

多くの倉庫に大白牛車が、あふれんばかりにあるからです。しかも長者はこう思ってい

ました。『私は無限の財産を持っている。だからつまらない車を子ども達に与えて、ど

うなると言うのか。／

この子らはみんな私の可愛い子ども達だ。どの

子が可愛くて、どの子が可愛く無いなどと言う《差別》などない。みんな《平等》に可愛い

子ども達だ。私はこの大白牛車を、国中の全ての人に与えても余りあるほど持っている。

だから、どうして私の可愛い子ども達に与えないでいようか』と。父は子ども達全員に

等しく、尊い大白牛車を与えたのでした。」━━   以 上  【『三車火宅の譬え』】 

 

【『三車火宅の譬え』での父の行動の是非について、舎利弗に問う】━ 

【九六頁 七行】 この『三車火宅の譬え』を説かれた世尊は、舎利弗に問いかけられました。 

「子ども達はこの素晴らしい大白牛車に乗って、今まで体験したことのない喜びを得ま

した。しかし厳密に言えば、子ども達が最初に望んでいた物を与えた訳ではありません。

舎利弗よ。あなたはどう思いますか？ ／ こ

の長者は嘘をついたことになりますか？」 

 

【世尊の問い対する舎利弗の応え】━ 

【九六頁 終四行】  舎利弗が応えます。 

「いいえ。世尊よ。子ども達が火から逃れ、命が助かっただけでも嘘をついたことには

なりません。長者が好きなおもちゃをあげると言ったのは、火宅から逃れさせるための

“慈悲の方便”であったのですから、少しも非難されるものではありません。たとえ小

さな車さえも与えなかったとしても、それは嘘にはなりません。ましてや長者は『無量

の財産を持っているので、いくらでも子ども達に与えて幸せにしよう』と思っていたの

ですから、長者は嘘をついたということには決してなりません」と申し上げました。 

  

【世尊の応答。 『三車火宅の譬え』を噛み締め。仏の智慧と慈悲について】━ 

【九七頁 四行】 舎利弗の答えを聞かれた世尊は、お言葉を続けられました。 
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「その通りです。長者は嘘を言ったことにはなりません。じつはこの『長者』の存在がほ

かでもありません『仏』なのです。／ すなわち一切の者の『父』で

あり、仏は、またこの長者のように、すべての怖れ・衰え・悩み・心配・無智から生まれる

悩み・苦しみ・貪り・怒りから永久に離れた存在なのであります」 

【九七頁 六行】「仏は計り知れない深い智慧、大きな神通力と智慧力、すなわち《智慧》と《方

便》の両方を完全に具えています。／

また、すべての衆生を救う大慈大悲を具えており、常に衆

生を幸せにしようと行い続けているものです。そういうすぐれた徳と力を具える仏が、な

ぜ大火に包まれ、苦悩に満ちた古ぼけて荒れた家のようなこの世に現われ、存在するの

かと言えば、それはほかでもありません。衆生の誰もが持つ生老病死、怖れ・衰え・悩

み・心配・無智から生まれる悩み・苦しみ・貪り・怒りから救い出し、さらに衆生を仏法に導い

て仏の智慧を悟らせるために、この世に現われるのであります」 

【九八頁 二行】「衆生はこの苦の世界にいながら、その実体を知らずに一時的な喜びを追い

求め、享楽にふけり、わが身に火が迫ってもそれを感じず、驚かず恐れもしないのです。

またそれを厭（いと）う心も生じず、離れようという心も起こしません。ただこの三界の

火の家の中を、あちらことらへと走り回るだけで、／

大きな苦しみに出会っても、真に解決しようと心配もしないのです」 

【九八頁 五行】「仏はこのような衆生を見て、考えました。／ 『私は

一切衆生の父親である。私は全ての者たちの苦を取り除き、無限の智慧を与えて、素晴

らしい人生を送れるようにしてあげなければならない』と。／

そして、もし私が《方便》を用いず、一足飛びに仏の智慧を示したならば、決して

救うことはできないでしょう。なぜなら、この人たちは火宅の中にいて、自分の身が焼

かれていても、そのことに気付いていないため、高くて奥深い仏の智慧を直ぐには理解

できるものではないからです」 

【九八頁 終二行】 「舎利弗よ。この譬え話で長者は大きな力を持っていても、力づくで火宅の

子ども達を一気に救ったわけではありません。《方便》を用いて子ども達全員を、自ら火

宅から避難させ、そのあとで、等しくみんなに最高の大白牛車を与えたのでした。／

如来も同様です。まずは声聞乗・縁覚乗・菩薩

乗の三つの教えを説くのはそのためです」 

 

【「早く三界から抜け出て、精進せよ」  と奨励】━ 

【九九頁 三行】 

「皆さんは、いつまでもこの苦の世界に住んでいてはいけません。つまらない五官の楽

しみを貪っていてはいけません。貪り、執着して渇愛のままに生きていれば、結果的に

我が身を焼き尽くすことになって行くことになります。皆さんは早くこの苦の『三界』

（欲界・本能的な欲望の世界。色界・物質から離れられない世界。無色界・物質にとらわれない世

界）から抜け出て、／ まずは声聞

乗・縁覚乗・菩薩乗の三つの教えのどれでも良いので、それに入りなさい。そうすれば、

／
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最終的には真の智慧を得ることにな

るということを、私は責任をもって保証します。嘘ではありません。皆さんは私の言葉

を信じて、懸命に修行し、精進に励みなさい」 

【九九頁 七行】 「よくよく知りなさい。仏が説く三乗の教えは、すべての聖者が讃歎するも

ので、／ 《一仏乗の教え》、《諸法の

実相》の教えによって真の自由を得、苦を完全に断ち切ることができます。地獄・餓

鬼・畜生・修羅などの六道から離れ、そればかりか五根・五力という仏道精進の根本と

なる要素を具え、七覚支（しちかくし）と言う悟りを得る七つの道を成就することができるの

です」 

 

【真理を三乗に説き分ける理由。仏の智慧と慈悲 『方便』】━ 

【九九頁 終二行】 「舎利弗よ。ある人がいて、心のどこかで『智慧』を求める気持ちがあり、心

から精進して、迷いと苦の世界から速やかに離れたいと涅槃を求める修行の在り方を

《声聞乗》といい、／

それはちょうど長者の子たちが羊の車を求めて火宅から走り出るのと

同じであります」 

【一〇〇頁 二行】 「もしある人がいて、心から精進して、自然に真理を悟る『智慧』を求め、一

人静かに思いを凝らす喜びを持って、この世の様々な因縁を知ることが出来たとしまし

ょう。そういう修行の在り方を《縁覚乗》といい、／

それはちょうど長者の子たちが鹿の車

を求めて火宅から走り出るのと似ています」 

【一〇〇頁 五行】 「もしある人がいて、懸命に精進し、仏の『智慧』を求め、多くの人をあわれ

み、人々に安楽を与え、天上界・人間界のすべてを救う行いをしたとしましょう。そう

いう修行の在り方を《菩薩乗》といい、《大乗》と名付けるのです。菩薩とは大乗を求める

人たちで摩訶薩（まかさつ）と言い、また大士（だいし）と言います。／

それはちょうど長者の子たち

が牛の車を求めて火宅から走り出るのと似ています」 

【一〇〇頁 終三行】 「舎利弗よ。長者は子ども達が安全に火宅から逃げ出したのを見届けて、

／ す

べての子ども達に平等に大白牛車を与えましたが、まさに如来はその長者のようなもの

であります。／ まさしく一切衆生の父であります」 

【一〇一頁 終四行】「仏が三乗の教えを説き分けて本当の悟りへと導くのは、それはほかでも

ありません。仏は智慧・力・無所畏という全ての徳目を無限に具えているために、一切

衆生にいくらでも与えることができるのです。しかし、／

衆生は初めからそれを完全に受け止める力を、具えていないから、

諸仏は、《方便力》をもって、一仏乗を三つ

に分けて説くのであります」 

 

【 『主・師・親の三徳』 】━ 

世尊は言葉を続けられました。 
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【（偈） 一〇七頁 五行】  

「誠にこの世界と言うものは、凡夫にとって少しも安らかなところで

はありません。この世は火のついた家のようであります。様々な苦に満ちて、恐ろしい

かぎりです。ところが私はこの苦しみの世界、迷いの世界から離れ、安穏の境地にいま

す。／

この三界は私のものです【主】。その中にいる衆生は全て私の子で

す【親】。そしてこの世の苦しみ・悩みを救うことが出来るのは私だけしかいません【師】。ど

うして衆生を放っておくことができましょうか」 

 

【（偈） 一〇七頁 終三行】 「しかし衆生を救おうとして教えを説いても、人々はなかなかその教

えを信じ、受け止めようとはしません。／

なぜかといえば、人々は

欲望をむさぼり、執着の心が深いために、教えを素直に受け止めることが出来ないので

あります。そこで私は《方便》を用いて、衆生のそれぞれの機根に合せて三つの教えを説

き分けたのです」 

【（偈） 一〇七頁 終行】 「若し衆生が《一仏乗の教え》、《諸法の実相》の教えを聞いて、教えから離

れることが無ければ、後戻りすることのない菩薩の境地を得ることが出来ます。／

（

） 舎利弗よ。

私は衆生のためにこの『譬え』を用いて『一仏乗の教え』を説くのです。もしこの教えを心

から信受すれば、一切の人々は必ず『仏の悟りを成就』することが出来ます。／（

）仏の悟りは大変奥深く、迷いや汚（けが）

れから離れている清いもので、これ以上のものはありません。私は凡夫をそうした素晴

らしい境地へ導き、多くの菩薩や声聞たちを仏の悟りに至らしめるのです」 

【（偈） 一〇八頁 終三行】 

「私は皆さんに宣言します。あなた達はすべて私の子です。私

は皆さんの父であります。ここにいるあなた方は長い間、様々な苦しみに身を焼いてき

ましたが、私はそこから一応、救い出させてやることが出来ました」 

 

【『苦』原因は「貪欲」。 ただし、『苦』からの解脱は真の『涅槃』ではない】━ 

【（偈） 一〇八頁 終二行】

「皆さんは《苦からの解脱》を真の悟り、涅槃だと思

っていたのでしょうが、それは単に『人生の変化に心がとらわれなくなった』だけのこ

とであって、最終的な涅槃・真の悟りではないのです。／

今、皆さんが成すべきことは、真の悟り、すなわち仏の智慧を得ること

です」 

【（偈） 一〇九頁 一行】 「ここにいる者たちのなかで、真の仏の悟りを求める者がいるならば、

諸仏が説く真実の教えを聞きなさい。諸仏は《方便》を用いて《真理》を説くのです。／
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その《方便》の教えによって教化された

人々は、自分がどのように考えていようが、その人はじつはすべて菩薩なのであります」 

【（偈） 一〇九頁 五行】  

「衆生は《苦》の原因が《欲》であるということを気づかず、いつまでも執

着する心から離れられずに苦しんでいます。／

よいですか。全ての《苦》の原因は何であるかと言えば、それは

《貪欲》こそが根本原因なのです。／

もし《貪欲》を滅しさえすれば、《苦》はたちどころに消滅してしまいます。／

その《苦》を無くした状態、《滅諦》を実現するには、《滅諦》を実現する《道諦》、

すなわち《八正道》を実践することです」 

【（偈） 一〇九頁 終三行】 

「なぜ《苦》から解脱することができたのかと言いますと、

それは、実体のない現象を実体があるように考える『妄像』から離れることができたた

めです。それによって『解脱』を得たといえるのです。しかし、《苦》から解脱しただけ

では、真の《悟り》、つまり『真の涅槃』を得たことにはなりません」 

【（偈） 一一〇頁 四行】 

鞞 「大切なことは《諸法の実相》の教え知ること

で、この《諸法の実相》の教えを聞いて、心から有難いと思う人は《不退転の菩薩》です。

しかも前世に於いて仏に帰依しその教えを聞いた人に違いありません。舎利弗よ。／

（

あなたがこの《一仏乗の教え》、《諸法実相》の教えを他人に説いて、それを信ずる人

がいたならば、その人はとりもなおさず私（仏）と会ったのと同じであります」 

 

【法華経に出遭うことのない者、法華経行者を謗（そし）る者の不幸】━ 

【（偈） 一一〇頁 終五行】 （

「法華経は深い智慧を具えた人のために説くもので、智慧の浅

い人は法華経の真意を理解することができません。きっと当惑するばかりです。この法

華経は、深い智慧をそなえた人のために説く教えでありますから、まだ智慧が浅く、も

のごとの表面や目先だけを見ている人、根本をつかむことのできない人は、法華経の教

えを聞いても、何のことかわからず、かえって当惑するばかりです。舎利弗よ。／

（ 憍慢 まだ知

り得ていないものを知り得たかのように思い、悟りを得ていないのに悟ったように錯覚

しているようなうぬぼれた人、つまり『そんなことは知っている。そんなことはわかっ

ている。そんなことはやっている』と考えている人には、この教えをそのまま説いては

なりません。その人が自分勝手に誤解するだけです」 

【（偈） 一一一頁 二行】 （

「ですから、もしある人が法華経を聞いて信ずることが出来ず、

悪口を言いふらすことがあるならば、それは法華経が世に広まることを断ち切ることになりま

すから、大変恐ろしい大きな罪を犯したことになると言わなければなりません。／（
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そのような人は死んだあと阿

鼻地獄に落ちるでしょう。そして一劫という気の遠くなるような長い期間苦しみ続け、

その後はその他の様々な地獄を転々とします。そして地獄からようやく抜け出したとし

ても、畜生となって生まれ、体は痩（や）せこけ、人間からなぶりものにされ、いつも

飢えと乾きで苦しみ続けます。こうして生きているうちはずっと苦しみ続け、死んでか

ら屍（しかばね）に石を投げつけられます。／（

なぜこのような報いを受けるのかといえば、法華経を謗（そ

し）り、法が広まることを断ち、人々が仏の悟りを得ることを妨害しためなのです」 

【（偈） 一一一頁 終行】 「あるいはロバやラクダに生まれ変わり、いつも杖や鞭（むち）で打たれ

ながら重い荷物を運ばされます。／（

そして『水はないか、エサはないか』と、ただそれだけを追い求める日々

を送ります。もし犬に生まれ変わったならば、体は皮膚病でただれ、片目を失い、子ど

も達から打ちたたかれ、苦痛のなか死に至るでしょう。そして次に大蛇に生まれ変わり、

地面を這（は）いずり回り、小さい虫にたかられて食いちぎられ、昼も夜も苦しみ続け

て休まる時がありません。／（

これも法華経の教えを謗（そし）った罪による報いであります」 

【（偈） 一一二頁 終五行】 「たとえ人間に生まれ変わったとしても、眼・耳・鼻・舌・身・意の

はたらきが整わず、何を言っても人からは信用されず、息は常に臭く、鬼や魔物が憑

（と）りつきやすい人となります。病気がちで体はやせ細り、頼りになる人はなく、人

を頼っても親身に目をかけてもらうことはありません。それよりもましな身分に生まれ

たとしても、すぐに物や財産を無くし、不幸な目にあい、／（

病気になって薬を飲んでもその薬

が毒に変わり、看病をしてくれる人もいません。何事も裏目裏目の不運の人生を送りま

す。他人からの裏切りだけでなく、無実の罪、濡れ衣を着せられる災難を受けるでしょ

う。／（ そして仏に会うこ

とが出来ず、教えを耳にすることもできないでしょう。正法を聞くことのない場所に生

まれ、気の遠くなるような長い期間、正しい教えを得ることができません。そのために

地獄界、修羅界や餓鬼界、畜生界などの『四悪道』が当たり前の人生を送ります。／

（ 法華経を謗

（そし）る者の罪は、こんな報いとなって現れるのです」 

【（偈） 一一三頁 終行】 「舎利弗よ。このように法華経を謗（そし）る者の罪をあげるとキリがあ

りません。／（

そういう理由があるから、無智の者、憍慢の者に対しては、法をその

まま説くのはやめなさいと申しているのです。この教えは機根の低い人には誤解を生じ

ますので、そういう人には法華経を直接説くことができません。方便が必要なのです」 

 

【舎利弗に対して、法華経流布を託す（付嘱）。 法華経は誰のためにあるか。】━ 

【（偈） 一一四頁 三行】  （

「しかし、機根

が優れていて最高の仏の悟りを求める志のある者がいたならば、そのような人にこの教えを
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説いてあげなさい。／（

過去世に於いて善行と積み、現世に於いて信心が深い人、また悪

友から離れて善友と親しくしようとしている人、また怒ることなく誠実で、つねに憐（あわれ）み

の心を持ち、仏を深く敬う人、法を求め、合掌して教えを受け止める人、しかも最上の教え

を求め受持する人、高い教えを求め、仏教以外の教えに惑わされない人、どうぞこのよう

な人々に法華経を説いてください」 

【（偈） 一一五頁 終三行】「舎利弗よ。このように仏道を求める人たちは、／（

必ずこの教えを信解すること

ができます。そのような人に法華経を説くのです」と説かれ、『譬諭品』を結ばれました。 

 

◇     ◇     ◇ 

 

仏
ほとけ

とは                        (P23・1行／P14・終7行) 

世の中でいちばん自由自在な人はだれかといえば、もちろん仏です。～ 

成仏
じょうぶつ

とは                        (P29・4行／P18・終行) 

<成仏>ということは、どんな人にもできないことではありません。～ 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ①》 

（八五頁 二行） 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ②》 

仏とは「雨が降ろうと風か吹こうと、何事が起こっても心を煩わせることなく、安らかな

気持で自由自在な心でいられる境地です。そして、そういう「仏」に成ることは、どん

な人にでもできることだと開祖は説かれます。 

━━ そこでこれまでの私を振り返って、「大変なことや心惑わす事が起きても、心を

煩わせることのない心境（仏の境地）でいることが出来た」ことはないか？ そのこと

を振り返ってみましょう。そしてそのことが、たとえ一瞬でも出来たならば、なぜ、

そうした境地でいることが出来たのか。その「理由」を考えてみましょう。 

舎利弗が「今日初めてわかりました。自分は『仏の子なのだ』と。仏から生まれ、仏

の教化によって『仏法の無限の財産を相続しているのだ』ということが、ハッキリと分か

りました」と述べています。（

） 

━━ 今、こうして「法華経」を学ぶ私自身を振り返り、噛み締めてみましょう。 
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十八不共
ふ ぐ

の法
ほう

                    (P45・終5行／P32・3行) 

○【過ちがない行動】 ━ 

①身に失なし（行いに過ちがない）。 

②口に失なし（言葉に過ちがない）。 

③念に失なし（心に散乱がなく、間違った考えを持たない）。 

○【心の持ち方】 ━ 

④異想（いそう）なし（選り好みや、えこひいきがない）。 

⑤不定心（ふじょうしん）なし（行住坐臥、禅定の境地でいられる）。 

⑥知り已（おわ）って捨てざるなし（諸行無常がわかっているので、心に執着がない）。 

よく捨
す

てるものはよく得
え

る             (P48・1行／P38・終4行) 

この「よく捨てる」ということが〈無限のものを得る〉秘訣だということを、われ

われはよく心得ておかなければなりません。～       (P49・5行／P34・終6行) 

 

（十八不共法のつづき…） 

○【衆生済度の心のはたらき 六つの徳】 ━ 

⑦欲無減（よくむげん）（一切衆生を救おうという意欲が、減ることがない）。 

⑧精進無減（一切衆生を救おうとする精進が、減ることがない）。 

⑨念無減（ねんむげん）（衆生を思う一念がいつも変わりない）。 

⑩慧無減（えむげん）（仏の智慧が無限）。 

⑪解脱無減（あらゆる欲望や煩悩から、完全に解脱している）。 

⑫解脱知見無減（げだつちけん むげん）（自らの解脱とその順序を、つまびらかに知っている）。 

○【智慧に基づく身・口・意の三業】 ━ 

 ⑬一切の身業（しんごう）智慧に随（したが）って行う （正しい行動ができる） 

⑭一切の口業（くごう）智慧に随って行う  （正しい言葉づかいができる） 

⑮一切の意業（いごう）智慧に随って行う  （正しい思考ができる） 

○【智慧によって三世を知る】 ━ 

 ⑯智慧をもって過去世を知ること無碍（むげ）なり （過去を正しく振り返ることができる） 

⑰智慧をもって未来世を知ること無碍なり （未来を正しく予見することができる） 

⑱智慧をもって現在世を知ること無碍なり （現在を正しく見通すことができる） 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ③》 

 

「仏」が具える十八の特質（『十八不共の法』）のなかで、私はどれを求めたいか？（どれ

を目ざしたいか？）を考えてみましょう。 

… そしてその徳目を、今日からの修習（実践）に生かすには、「何を心がければ良い

か？」、「まずは何を実践すれば良いか？」を考えてみましょう。 
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舎利
し ゃ り

弗
ほつ

の決意  

（八七頁二行） 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ④》 

 

菩薩を以
もっ

て大宝
だいほう

と為
な

す             (P86・終3行／P62・終3行) 

（八八頁七行） 

国の宝とは何か。 

宝とは、道を修めようとする心である。 

この道心を持っている人こそ、

社会にとって、なくてはならない宝である。

それゆえ中国の昔の人は言った。

「直径3センチの宝石１０個

それが宝ではない。

社会の一隅にいながら社会を照らす生活をする。

その人こそが、なくてはならない国の宝である」

と。 

※「山家学生式・さんげ がくしょうしき」 ━ 

 （伝教大師最澄が法華経を基調とする日本天台宗を開くにあたり、人材育成を桓武天皇に上程した書） 

 

正法
しょうぼう

・像法
ぞうぼう

・末法
まっぽう

                   (P94・4行／P69・2行) 

〈正法〉 仏の教法が正しく行われている。 教・行・証がそろっている時代。 

〈像法〉 教えと行が形式で残っている、教と行があって、証のない時代。 

〈末法〉 教えだけが残って、大衆がそれを見失っている。行と証が失われた時代。 

 

五蘊
ご う ん

 （五蘊
ご う ん

盛
じょう

苦
く

）                  (P106・1行／P79・4行) 

①〈色・しき〉 物事。形や相。②〈受・じゅ〉 物事に触れると、それによって感情が起き

る。③〈想・そう〉 起きた感情で、考え（想）が生まれる。④〈行・ぎょう〉 その考えによっ

て行動が生まれる。⑤〈識・しき〉 以上の４つによって、意識として残る。 

 

声聞である舎利弗が「多くの菩薩を教化します」と決意していますが、このことをあな

たはどのように解釈し、受け止めますか？ 考えてみましょう。 
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三車
さんしゃ

火宅
か た く

の譬
たと

え                  (P116・1行／P86・終行) 

〈唯一門（ただいちもん）あり〉━ 「我を捨てる」こと。➊我は「貪欲」であること。➋「縁

起の法則」を知って自己中心の考え方を改めること。➌「諸法実相」を悟り、全て

の存在はもともと「平等」であると知ること。 

〈覚えず知らず驚かず怖じず〉━ 物質的満足に夢中になるばかりに、生老病死の苦が襲

うことを知らず、貪欲を厭（いと）う心が起こらない。 

〈我身手（しんしゅ）に力あり。当に衣裓（えこく）を以て～ 舎より之を出すべき〉━ 「他力の救い」。 

「他力」だけで救うのではなく。本人が悟らなければ何にもならない。本当の救い

にはならない。 

〈火〉━ 「我・貪欲」。 

〈舎・いえ〉━ 「娑婆世界・人生」。 

〈失う〉━ ほんとうの生き方を見失う。 

〈父を視て已（や）みぬ〉━ 仏の教えを知っても自分の人生に当てはめて考えようとしない。

〈羊車・ようしゃ〉━ 「声聞乗」。いい教えを聞いていれば、心が休まる。 

〈鹿車・ろくしゃ〉━ 「縁覚乗」。一人静かに教えを深くかみしめ、悟りを得ようとする。 

〈牛車・ごしゃ〉━ 「菩薩乗」。人を幸せにすることによって、生き甲斐、喜びを得る。 

〈其車高広・ごしゃこうこう〉━ この教えを体得した人の志が高く、心が広々している。 

〈衆宝荘校・しゅほうしょうきょう〉━ 人格が善い徳が整い、「善行」によって光り輝く。 

〈周帀欄楯・しゅうそうらんじゅん〉━ 悪を押し留める心の手すりがしっかりしている。 

〈四面懸鈴・しめんげんりょう〉━ 教えを体得した人は、人々の心を清めていく。敎化力。 

〈張設幰蓋・ちょうせつけんがい〉━ 教えを体得した人は、衆生を守り、かばう力を持つ。 

〈雑宝厳飾・ざっぽうこんじき〉━ さまざまな方便の教え。人に応じて説く大智慧を持つ。 

〈宝縄絞絡・ほうじょうきょうらく〉━ 「四弘誓願」はじめ、上求菩提・下化衆生の様々な 

誓願を持つ。 

〈糸宛綖丹枕・おんねんたんちん〉━ 心に乱れがなく安らかで安定。禅定と智慧を具える。 

〈駕以白牛・がいびゃくご〉━ 世のけがれに染まらず邪心がない。行為が清らかな心で行う。 

〈膚色充潔・ふしきじゅうけつ〉━ 智慧のはたらきがイキイキして、正しく充実している。 

〈形体姝好・ぎょうたいしゅこう〉━ 智慧のはたらきが正しく、素晴らしい形で現れる。 

〈有大筋力・うだいこんりき〉━ 人の迷いを除く力が極めて強い。 

〈行歩平正・ぎょうぶびょうじょう〉━ 真理に基づき、中道で調和のとれた考え方・生き方。 

〈其疾如風・ごしつにょふう〉━ 教えに乗って行けば、まっしぐらに仏の悟りに到達する。 

〈僕従侍衛・ぼくじゅうじえい〉━ 自然と多くの者がその後に付いてくる。大事に護衛する。 

（一〇四頁 終五行）

（一〇四頁 終四行） 
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《思
し

惟
ゆい

のひととき ⑤》 

（九四頁 六行） 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ⑥》 

智
ち

・慈
じ

・法
ほう

は減
げん

ずることなし          (P158・終4行／P118・終5行) 

われわれの持っている智慧・慈悲・教えは、その量や質においては仏さまとくらべ

ものにはなりませんけれど、いくら人に与えても減らないことだけは同じです。（中略） 

人に与えれば与えるほど多くなるのが、智慧であり、慈悲であり、教えなのです。 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ⑦》 

世
せ

 間
けん

                        (P166・3行／P124・終4行) 

第一に、常に移り変わり流転するところ。即ち⇒ 「諸行無常」の世界。 

第二に全てがそれぞれの間に界（さかい）を持つ。即ち⇒ 「諸法無我」の世界。 

三
さん

 毒
ど く

                        (P173・終2行／P130・3行) 

〈貪・とん〉 物や名誉、権威、他人の愛情を貪り、自分のみならず人をも傷つける。 

〈瞋・じん〉 わがままから起こる怒り。自己中心の怒り。 

〈痴・ち〉 真理を知らず、また知ろうともせず、目先のことしか考えない愚かさ。 

火宅
か た く

の意味                    (P225・1行／P169・終5行) 

「その宅久しく故りて 復頓し～」 人の心の姿。正法を聞き心の掃除と手入れが必要。 

「鵄・梟・鵰・鷲～」 「慢心」。自己中心で、他者を軽蔑し、批判する心。 

「蚖蛇・蝮・蠍～」 「瞋・怒り」。わがままな怒りは人を刺し、噛んで毒を与える。 

「鼬・貍～」 「痴」。暗い所を好む。つまり智慧の光を好まず、無明の中をうごめく。

「屎尿の臭き処～蚖蜋・諸虫～」 「疑・猜疑心」。高い教えを敬遠する。 

父親である長者は、子ども達を救うために燃え盛る火宅の中に入って行きました。 

━━ このことをあなたはどのように捉えますか？ 考えてみましょう。

衆生は「貪欲」というものは我が身を滅ぼすものであり、「本当の生き方を見失う」とは

何か？ を知らないでいると説かれています。━━ 果たして私は、このことを確か

に理解し、捉えているか？ 振り返ってみましょう。

私は「智慧・慈悲・法」（教会で学んだ「教え」や、自分が気付いた「悟り・気づき」、そして人に対し

ての「思いやり」）を、家族や触れ合う人々に、これまで分け与えてきたか（説き、お話して

きたか）を振り返ってみましょう…。 

ここでは、出来なかったことを振り返るのではなく。少しでも出来たことを振り返っ

てみましょう。（ほんの少しでも出来たことでも結構です。振り返ってみましょう） 
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「咀嚼践蹋し 死屍を～」 「貪」。貪欲に満ちたあさましい姿。貪の心で満ちている。

以上の「貪・瞋・痴・慢・疑」を、五つの迷い「五惑・ごわく」と言います。 

「魑・魅・魍魎・夜叉・悪鬼あり～」 「邪見」。因果の法則を無視した、よこしまな考え。 

「鳩槃荼鬼～」 「戒禁取見」。正しい因果によらず、間違った教えや戒律に執着する。

「其の身長大に～」 「身見」。仮の身である五蘊によって出来た身を実体だと思う。 

「其の喉鍼の如し」 「見取見」。間違った思想に固執して、他を受け付けず排他的。 

「或いは人の肉を食い」 「辺見」。一方的な極端な考え。偏見。 

以上「貪・瞋・痴・慢・疑」の「五惑」と「見」（邪見）を加えて「六大煩悩」という。 

「今此の舎宅は 一の楽しむべきなし」 「自己中心の楽しみは、真の楽しみではない」。 

（一〇七頁 五行） 

主
しゅ

・師
し

・親
しん

の三
さん

徳
と く

                 (P281・終6行／P213・4行) 

日蓮聖人はこの一偈から〈主・師・親の三徳〉ということを導き出して、お釈迦さまのお

徳を賛嘆しておられます。〈主の徳〉とは「一切の衆生を守護してくださること」。〈師

の徳〉とは「一切の衆生を教え導いてくださること」。〈親の徳〉とは「一切の衆生を慈

愛してくださること」。 

【主】 【親】

【師】 （一〇七頁 終五行） 

《思
し

惟
ゆい

のひととき ⑧》 

貪欲
とんよ く

これ本
も と

なり                   (P300・終2行／P236・2行) 

欲望自体は悪いことではなく、むしろ人間の原動力となるものですが、それが高じ

て〈貪り・執着〉となればたちまち苦の本となり、社会の進展を損なうものとなる。 

（一〇九頁終六行） 

教
おし

えを信
しん

ずるものは仏
ほとけ

を見
み

る         (P310・3行／P235・終2行) 

経典の中に仏身があるのです。（中略）〈諸法実相〉をしっかり悟り、信受するならば、

今日でもお釈迦さまを目前に仰ぐのと同様なのであります。 

幷
ならび

（百十頁 六行） 

仏は

と説かれています。このことをあなたどのよ

うに受け止めますか？ 噛み締めてみましょう。 
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仏
ぶっ

種
しゅ

を断
た

つ罪
つみ

                   (P317・2行／P241・3行) 

（百十一頁 二行） 

十四謗法
ほうぼう

の罪
つみ

 （罰は自分が自分に与えるもの）(P325・4行／P246・終2行) 

（百十一頁 七行） 

法華経を説
と

く対象
たいしょう

（法華経は誰のためにあるか）  (P341・1行／P260・1行) 

（百十四頁 三行） 

（百十四頁 五行） 

（百十四頁 六行）

（百十四頁 終四行） 

輭 （百十四頁 終行） 

（百十五頁 四行） 

（百十五頁 六行）    

※四法
し ほ う

成就
じょうじゅ

  

➊自分は仏さまに生かされ、守られているのだということを、確信すること。 

（ ）。 

➋いつも善い行いをするように心がけること。 （ ）。   

➌いつも正しい信仰者の仲間に入っていること。（ ）。  

➍いつも社会全体を良くすることを目指すこと。（ ）。 

                          (P419・終4行／P313・1行) 

《思
し

惟
ゆい

のふりかえり まとめ》 

以 上 

今日の『譬諭品』 の学びを通して、何を学び取ったか？ 

（または、何を一番強く感じ、受け止めることができたか？）  振り返ってみましょう。 


